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８
億
円
値
引

き
か
ら
始
ま
っ

た
事
件
の
患
部

は
広
く
近
隣
臓

器
に
浸
潤
し
て
お
り
、
病
巣

の
芯
は
深
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

メ
デ
ィ
ア
の
多
様
化
で
大
型

劇
場
化
し
て
き
た
。

　

事
件
の
中
心
部
は
教
育
学

校
業
だ
が
、政
界
、官
界
と
つ

な
が
っ
て
お
り
、
深
部
で
は

共
通
の
扇
動
的
な
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
が
脈
々
と
流
れ
て
い

る
。
ど
こ
の
国
や
地
域
や
民

族
に
も
あ
る
古
い
神
話
が
日

本
で
は
幕
末
に
粉
飾
再
流
行

し
て
、
倒
幕
維
新
の
動
乱
の

中
に
飲
み
込
ま
れ
た
が
、
近

代
化
で
絶
滅
す
る
こ
と
も
な

く
、
生
き
延
び
て
時
々
頭
を

持
ち
上
げ
る
。
団
体
組
織
の

中
で
異
論
者
を
許
さ
ぬ
暴
力

は
弱
者
に
向
け
ら
れ
る
。

　

個
人
に
優
し
い
緩
や
か
な

組
織
は
大
義
や
目
的
の
た
め

に
排
除
さ
れ
る
。
こ
の
暴
力

肯
定
思
想
は
教
育
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
団
体
の
中
で
健
在
で

時
々
露
呈
す
る
。
根
の
深
い

こ
の
事
件
は
、
大
規
模
強
盗

団
に
内
部
抗
争
が
生
じ
る
よ

う
に
、
今
後
の
推
移
の
中

で
、
誰
か
が
生
き
延
び
る
た

め
に
誰
か
を
ト
カ
ゲ
の
尻
尾

と
し
て
切
る
だ
ろ
う
。

　

過
去
の
例
の
よ
う
に
自
ら

命
を
絶
っ
て
し
ま
う
者
が
出

る
こ
と
を
危
惧
す
る
。

ストップ
患者
負担増

８

75
歳
以
上
、２
割
負
担
検
討

理
事
会　
〝
刑
法
の
大
原
則
を
変
質
〞

新
請
願
署
名
ス
タ
ー
ト

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

受
講
者
に
修
了
証
発
行

第53回定期総会

第53回通常評議員会

５月28日（日）12：45～19：10
（於：ホテル大阪ベイタワー４階）

５月20日（土）18：00～20：00
（於：Ｍ＆Ｄホール）

外
来
環
研
修
会
開
く

「
共
謀
罪
」
廃
案
へ
声
明

「
保
険
で
良
い
歯
科
」実
現
へ

医
療
費
支
払
い

　

政
府
は
75
歳
以
上
が
加
入

す
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
窓

口
負
担
の
原
則
２
割
化
の
是

非
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。
２
０
１
８
年
度
ま
で

に
結
論
付
け
る
予
定
。
低
所

得
の
高
齢
者
へ
の
負
担
増
は

受
診
抑
制
と
健
康
悪
化
を
招

き
、
重
大
だ
。

　

引
き
上
げ
計
画
は
、
後
期

高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
原
則

１
割
（
現
役
世
帯
並
み
は
３

割
）
か
ら
原
則
２
割
に
引
き

上
げ
る
。
財
務
省
や
日
本
経

団
連
な
ど
が
積
極
的
に
導
入

を
提
言
。
経
団
連
は
現
役
世

代
と
の
「
公
平
性
」
を
口
実

に
す
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
に
な
れ
ば

受
診
機
会
は
増
え
る
が
、
年

金
収
入
は
減
る
一
方
だ
。
負

担
増
は
高
齢
者
の
特
性
や
経

済
状
況
を
考
慮
し
な
い
、
医

療
費
抑
制
や
負
担
増
あ
り
き

の
議
論
だ
。

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
め

ぐ
っ
て
は
、
70
歳
以
上
の
負

担
増
は
01
年
に
定
率
１
割
負

会
保
障
制
度
に
大
き
く
影
響

を
受
け
ま
す
。
と
り
わ
け
政

府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

よ
る
「
経
済
・
財
政
再
生
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改

革
工
程
表
」
に
沿
っ
た
医
療

・
介
護
分
野
で
の
保
険
料
・

患
者
窓
口
負
担
増
と
診
療
報

酬
の
引
き
下
げ
は
、
国
民
と

地
域
医
療
に
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
要
支
援
１
・

　

協
会
は
、
２
０
１
８
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
へ
向
け
、

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」

の
実
現
を
求
め
る
新
し
い
請

願
署
名
に
取
り
組
む
。
請
願

項
目
は
、
▽
窓
口
負
担
の
軽

減
▽
保
険
の
き
く
範
囲
の
拡

大
▽
歯
科
医
療
費
の
増
額
―

―
の
三
つ
。

　

健
康
長
寿
社
会
に
向
け
て

歯
科
医
療
の
役
割
が
重
要
に

な
る
一
方
で
、
経
済
的
理
由

に
よ
る
未
受
診
や
受
診
中
断

が
増
加
。「
口
腔
崩
壊
」
と

い
う
深
刻
な
事
態
ま
で
広
が

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も

が
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に

受
診
で
き
る
「
保
険
で
良
い

歯
科
医
療
」
の
実
現
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
署

名
用
紙
は
今
号
同
封
。
協
会

は
多
く
の
会
員
の
協
力
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

第
一
次
締
め
切
り
は
５

月
末
。
全
国
保
険
医
団
体

連
合
会
の
中
央
要
請
行
動

で
地
元
選
出
議
員
を
通
じ

て
提
出
す
る
。

２
の
人
の
訪
問
・
通
所
サ
ー

ビ
ス
が
介
護
保
険
か
ら
切
り

離
さ
れ
ま
し
た
。
今
国
会
で

は
、
利
用
料
の
３
割
負
担
化

を
含
め
、
さ
ら
な
る
改
悪
案

が
成
立
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
で
は
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
の
対
象
範
囲
の
見

直
し
や
自
己
負
担
増
が
目
論

ま
れ
て
い
ま
す
。
国
保
料
の

大
幅
値
上
げ
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

来
年
は
政
府
が
医
療
抑
制

の
正
念
場
と
公
言
す
る
、
医

療
・
介
護
の
同
時
改
定
を
迎

え
ま
す
。
総
務
省
の
２
月
発

表
の
家
計
調
査
で
は
、
３
年

連
続
で
消
費
支
出
が
前
年
割

れ
し
、
国
民
の
生
活
は
苦
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
地
域

医
療
と
医
院
経
営
を
守
る
運

動
が
ま
す
ま
す
必
要
で
す
。

　

協
会
の
地
区
活
動
、
学

術
、
経
営
税
務
、
共
済
、
社

保
審
査
等
に
は
、
多
く
の
会

員
に
ご
参
加
、
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
医
院
経
営
と
保

険
医
療
を
守
り
、
会
員
の
役

に
立
つ
、
魅
力
の
あ
る
協
会

活
動
に
す
る
た
め
、
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
２
年
間
の

方
針
を
決
定
し
ま
す
。
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

療
事
故
③
感
染
症
対
策
―
―

を
解
説
し
た
。

　

緊
急
時
の
対
応
は
、
全
て

の
ス
タ
ッ
フ
が
、
偶
発
症
に

つ
い
て
の
知
識
・
技
術
を
共

有
し
、
足
並
み
を
揃
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
。

医
療
事
故
の
防
止
で
は
、
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
含
め
た
医

療
事
故
事
例
の
集
積
と
原
因

分
析
が
重
要
で
、
個
人
責
任

の
追
及
に
終
始
し
な
い
こ
と

を
強
調
し
た
。

　

感
染
予
防
で
は
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
プ
リ
コ
ー
シ
ョ
ン
が

原
則
で
あ
る
と
し
て
、
手
洗

い
を
励
行
。
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な

ど
へ
の
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
統

一
も
重
要
と
話
し
た
。

り
」
と
一
体
で
同
法
案
の
成

立
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
示

し
、「
表
現
の
自
由
を
奪
う

暗
黒
政
治
へ
の
道
を
許
さ
な

い
」
と
し
て
、
法
案
の
廃
案

へ
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
呼

び
か
け
た
。

保
健
学
科
教
授
）を
講
師
に
、

１
１
０
人
が
受
講
。
受
講
者

に
は
、
施
設
基
準
の
届
出
に

係
る
修
了
証
を
発
行
し
た
。

　

講
演
で
は
、
①
偶
発
症
に

対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②
医

　

社
保
研
究
部
は
「
歯
科
外

来
診
療
環
境
体
制
加
算
の
施

設
基
準
に
係
る
研
修
会
」
を

８
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開

い
た
。
足
立
了
平
氏
（
神
戸

常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

る
」
と
批
判
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
政
府
が
憲
法

改
正
や
「
戦
争
す
る
国
づ
く

総  会  議  事　12：45～14：15
記  念  講  演　15：00～17：00
 （詳細は同封の案内チラシ参照）
レセプション　17：10～19：10

議案①情勢、15・16年度活動まとめ、
17・18年度活動方針案②16年度決算報
告案、監査報告③16年度収支差額処理
案④17年度予算案⑤理事・監事選出

議案①情勢、15・16年度活動まとめ、
17・18年度活動方針案②16年度決算報
告案、監査報告③16年度収支差額処理
案④17年度予算案⑤事務局長・名誉役
員の承認

　

協
会
は
２
０
１
７
年
度
第

１
回
理
事
会
を
８
日
に
開

き
、
国
会
審
議
中
の
「
共
謀

罪
」
法
案
に
対
し
、
廃
案
を

訴
え
る
声
明
を
発
表
し
た
。

　

同
法
案
の
問
題
点
に
つ
い

て
、「
行
為
を
罰
す
る
」
と

い
う
刑
法
の
大
原
則
を
変
質

さ
せ
、
内
心
を
取
り
締
ま
る

こ
と
や
、
捜
査
機
関
の
判
断

で
あ
ら
ゆ
る
個
人
・
団
体
が

処
罰
対
象
と
な
り
得
る
こ

と
、
一
般
市
民
へ
の
日
常
監

視
を
合
法
化
す
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
。「
思
想
信
条
の
自

由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
侵

害
す
る
重
大
な
危
険
性
が
あ

　

平
素
は
協
会
活
動
に
、
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

協
会
は
第
53
回
定
期
総
会

を
５
月
28
日
に
開
き
ま
す
。

　

国
民
の
歯
科
受
診
動
向

は
、
時
々
の
経
済
状
況
や
社

担
を
導
入
。
70
〜
74
歳
は
14

年
４
月
以
降
に
70
歳
に
な
っ

た
人
か
ら
２
割
負
担
を
実
施

し
た
。
政
府
は
こ
れ
に
あ
わ

せ
て
75
歳
以
上
も
２
割
に
引

き
上
げ
を
狙
う
。

　

医
療
や
介
護
の
出
費
に
よ

っ
て
「
老
後
破
産
」
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
れ

以
上
負
担
が
増
え
れ
ば
生
活

破
壊
を
招
く
の
は
必
至
だ
。

患
者
負
担
増
計
画
の
中
止
・

撤
回
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

る
。

 

（
お
わ
り
）

　

協
会
は
第
53
回
定
期
総
会
を
５
月
28
日
、
大
阪
市
内
で

開
く
。
17
〜
18
年
度
方
針
な
ど
を
決
め
る
。
小
澤
力
理
事

長
（
写
真
）
が
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

５
・
５
・
2828
定
期
総
会　

定
期
総
会　

小
澤
理
事
長
が
参
加
呼
び
か
け

小
澤
理
事
長
が
参
加
呼
び
か
け

７
〜
16
面
に
議
案

保
険
医
療
守
る
た
め
に

保
険
医
療
守
る
た
め
に

医療費が１日あたり１万円かかった場合の
窓口負担額（75歳以上、一般所得）　　　

2000年 現在 2019年？

定額負担（※）

※１日500円、月４回まで負担

１割負担

２割負担

500円
1000円

2000円

　本紙５月５日付は、ゴー
ルデン・ウイークに伴う印
刷・発送体制の都合から、
休刊します。

おことわり


